
１. 研究の背景と目的 近年、日本では歴史的木造
建造物等の修復に適した大径材の供給が極めて困難
な状況にあり、林野庁は 2002 年に歴史的建造物の
修復等に必要な木材確保を目的とする市民参加の森
づくりを「古事の森」1と名付けて制度化した。そ
の後、文化庁 や民間 による文化財の森づくり2も展
開され、文化財継承を可能にする大径材の育成につ
いての意識喚起が行われている。
　岐阜県中津川市加子母地区は、江戸中期から続く
山守制度の森林整備（図 1）によって育成されてき
た「木曽ヒノキ備林（旧神宮備林）」 を域内に有し、
神宮式年遷宮において、300 年以上に亘り御用材を
供給してきた伝統を地域の誇りとする。それゆえ「古
事の森」の理念にも直ちに呼応し、2004 年には「裏
木曽古事の森」 を設置して文化財の森づくりを開始
した。また、山守内木家が所有する古文書の解読と
共に江戸期の優れた森林管理の詳細が現代に応用可
能な手法として公開されつつある。さらに、名古屋
城本丸御殿や天守閣再建のために調達された木材の
多くが加子母の民間材であることが地域内でも広報
され、文化財の森づくりが民間林でも可能であると
示唆された。しかし、地域のほぼ全戸が一定面積を
所有し受け継いできた民間林3の経営では、文化財
の森づくりが未来志向の選択肢となり得ているとは
言い難い。本研究では、加子母の森づくり関係者の
意識や現状を調査し、文化財の森づくりを民間林に
おいても選択肢の一つとする可能性を模索する。
２. 研究の流れ　まず、加子母の 3 つの森「木曽ヒ
ノキ備林」、「裏木曽古事の森」、「加子母の民間林」
について、森づくり関係者 A-E の 5 名に聞き取り
調査を行い（表 1）、さらに文献調査を行う（表 2）。
次に、聞き取り調査を基に、
文化財の森づくりへの意識
を整理し、加子母の文化財
の森づくりにおける課題や
展望を明らかにする。
３. 加子母の森づくりの現状　聞き取りと文献によ
る調査の結果を以下に述べる。
３. １. 木曽ヒノキ備林　1700 年頃に森林資源の尽
きた森を尾張藩が山守制度を通じて再生させた、面
積約 730ha の文化財の森の典型例である。現在は
伐り出しを年 150 ㎥と制限し、東濃森林管理署が
厳重な管理を行っている。また、立ち入りには事前
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申請が必要であるため、訪問経験がある住民は少な
い。さらに、管理責任者が 3 年毎に交代するため、
一貫した計画の保証が難しいと A は考えている。
３. ２. 裏木曽古事の森　大径材を育てる超長期の
森づくりとして、2004 年に加子母の国有林内の
23.2ha が設定された。植樹や下草刈り等を地域住
民も行うことで、文化財の森の必要性を知らしめる
側面も併せ持ち、現在は「木曽ヒノキ備林」と合わ
せたガイドツアーが行われている。しかし、加子母
の中心地から遠く住民の認知度が低いことと、提唱
者や創設時の関係者の不在によって計画自体が形骸
化しつつあると、A、B、C は考えている。
３. ３. 加子母の民間林　加子母全世帯の約 90% が
一定面積の森林を所有し、そのほとんどが加子母森
林組合に加入している。森林組合は 2001 年から新
たに長期育成循環施業を始め、経済林を成立させな
がらも、文化財に適したヒノキ材を生産することを
究極的な目標としている。しかし、この目標は明確
には発信されていない。また、新方針による施業は
開始から日が浅く、明確な成果は未だ明らかでない。
４. 加子母の文化財のための森づくりの意識　聞き
取り調査の結果を図 2 の 4.1-4.4 に基づいて主要点
を以下に述べる。図中の A-E は表 1 に対応する。
４. １. 加子母の特色　【歴史】A、B、C は、山守制
度による森林整備が、民間林にも応用できる文化財
の森づくりの手法であると考えている。D、E は、「木
曽ヒノキ備林」への強い自負を持つ一方で、民間林
の施業とは関わりが無いものと認識している。【文
化】全員が、先人が加子母で培ってきた森づくりの
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表 2 主要参考文献一覧

岐阜県中津川市加子母地区における文化財のための森づくりに関する研究

資料名 発行年 発行者
『加子母村誌』 1972 岐阜県恵那郡加子母村
『加子母の歴史と伝承』 1983 加子母村教育委員会
『裏木曾三か村の歴史』 1997 加子母村教育委員会
『加子母森林組合 80 周年記念誌』 2008 加子母森林組合
「裏木曽古事の森育成協議会通常総会資料」 2015~2020 裏木曽古事の森育成協議会
「裏木曽古事の森育成協議会活動報告」 2004~2011 裏木曽古事の森育成協議会
『御山守の仕事と森林コントロール』 2020 徳川林政史研究所

表 1 聞き取り対象者
記号 所属
A 山守内木家現当主
B 加子母総合事務所職員
C 加子母むらづくり協議会会員
D 加子母森林組合関係者
E 中津川市役所農林部担当者

尾張藩の直轄領地
〈寛文の林政改革〉
留山・明山の設定による伐採制限
〈享保の林政改革〉
御停止木の設定によるヒノキ・
サワラ・マキ・アスヒの伐採禁止
御停止木にネズコの追加
（木曽五木の確定）
山守制度による三浦山・
裏木曽三ヶ村の森林管理の開始
廃藩置県により、尾張藩廃止
山守制度の廃止

・伐り出す木材の選定
・枯損木・残材の有効活用
・下払による山林内の環境整備
・伐採跡地への山引き苗の植林
・ヒノキの種子の直播
・森林内の全樹種、蓄積量を測り
更新サイクルを割り出す

1615年

1665年

1709年

1729年

1730年

1871年
1872年

山守制度の主な施業山守制度の主な施業

・三浦山の国境の明確化
・森林の見廻りと違法行為の摘発
・木曽材木方との連絡役
・村民の森林利用の吟味
・材木仕出しの際の伐採樹木の
選定や管理

山守制度の主な役割山守制度の主な役割江戸期の加子母の森林整備の変遷江戸期の加子母の森林整備の変遷

図 1 山守制度の森林整備



【註釈】1.作家立松和平が提唱した、超長伐期の森づくりを目指す事業。2.2006 年の
文化庁「ふるさと文化財の森」と、2008 年に「( 一社 ) 文化遺産を未来につなぐ森づ
くり会議」（2002 年設立、代表内山節）が開始した「『文化材』創造プロジェクト」の
こと。本研究では、登録の有無に関係なく、文化財、またはそれに準ずる歴史的建造
物の修復や再建に用いる大径材の生産を目指す森づくりを「文化財の森づくり」とする。
3.1909 年に初代村長が行った、村民に山の恩恵を与えるための、村有林の民間への廉
価払い下げ策「千坪割」より。4.岐阜県東部を中心に生産される柱用のヒノキ材。

４. ４. 新たな施業法の可能性　A、B、C は、江戸
期の施業を応用することで、文化財の森づくりが可
能であると考えており、里山とその周辺を針広混交
林、奥山や林道に近い場所を主要樹種をヒノキとす
る森林にすることを提案している。施業法は、直根
の無い木を間伐で減らし、天然更新や直根のある苗
の植林で林相を形成する。そしてその後の更新の大
部分を自然に任せることで、高齢化社会においても
施業の継続が可能であると考えている。
４. ５. 小結　「木曽ヒノキ備林」だけでなく、民間
林も良質なヒノキを生育できる地理的・地質的環境
にあることが確認できた。よって江戸期の施業法の
応用により、少ない労働力で災害に強い文化財の森
づくりができると関係者は考えている。さらに、名
古屋城に材を提供した際の詳細を知る人々は、文化
財の森づくりに今後の森づくりの活路を見出してい
る。一方で、多くの小規模森林所有者にとって文化
財の森づくりが選択肢となり得ていない原因とし
て、関係者による民間林の環境・新たな施業法・展
望についての発信が、未だ十分でないと考えられる。
５. 結論　関係者から森林所有者へ情報発信を行い
意識を共有することで、文化財の森づくりを民間林
においても実現できると考えられる。文化財のため
の大径木の供給が逼迫する中、加子母のような環境
に恵まれた地域での文化財の森づくり推進の社会的
意義は大きい。関係者、森林所有者の双方が一体と
なることで、文化財の森づくりが加子母における森
づくりの選択肢の一つとなり得る展望が得られた。

図 2　関係者の文化財の森づくりについての意識調査結果一覧
精神を継承する必要があると考えている。【環境】
A、B、C は、天然更新による多様な植生の形成も、
今後の森づくりの一つの方法になり得ると考えてい
る。また、B、C は良質なヒノキの生育に、低い肥
沃度、大きな気温差、岩の多い山という加子母一帯
の環境の厳しさを活かせると考えている。
４. ２. 課題点　【関心】木材価格の低下により森林
所有者の山への関心が希薄化していると、全員が考
えている。【労働】A、B は、多大な労働を要する
近代林業の継続は困難であると考えている。【意欲】
A、E は、良材がチップ等の原料に用いられる現状
が変わらない限り、良材生産の意欲向上が望めない
と考えている。【制度】B、C は、補助金による施
業方法の制限が課題であると考えている。【施業】
A は、江戸期の直根を保持する手法に比して、近代
林業の直根を除いて地上部の短期促成を図る育苗方
法では、高樹齢まで成長する確証が無いと考えてい
る。また A、B、C は、直根が無い木の単純林は災
害に弱いと考え、地域の安全性に不安を抱いている。
４. ３. 展望　【防災】A、B、C は、直根のある木に
より、防災面が強化されると考えている。【環境】A、
B、C、E は、多様な植生になることで、獣害の対
策や林産品の利用、景観の向上などの恩恵も見込め
ると考えている。【収益】A、D は、歴史的建造物
に用いられる材は生育に時間を要するが、いずれ十
分な収益をもたらすと考えている。【発信】C、E は、
文化財の森づくりを地域全体の取り組み目標として
明示することで、加子母産「東濃桧」4のブランド力
の向上や需要の増大に繋がると考えている。また D、
E は、収益やブランド力の向上が、地域世帯数の
90% を占める小規模森林所有者の山への関心を高
めることに繋がると考えている。

4.2. 課題点4.2. 課題点

4.3. 展望4.3. 展望

4.1. 加子母の特色4.1. 加子母の特色
江戸時代に森林を管理し、「木曽ヒノキ備林」を育てた山守の歴史がある (A、B、C)
「木曽ヒノキ備林」から神宮式年遷宮や姫路城へ材を提供してきた歴史がある (D、E)
明治時代に村の山が村民に分け与えられ、現在まで、ほとんどの住民が家産として
受け継いできたため、住民のほとんどが山林所有者である (B、D)
昭和以降の歴代村長が林道整備事業に力を入れてきたため、全国有数の路網密度を
誇り、少ない本数でも伐り出すことができる (A、B、D)

歴
史

文化財の森の典型例である「木曽ヒノキ備林」が同じ地域にある (A、B、C、E)
木曽ヒノキへの憧れや、それになり得る木を育てているという自負がある (B、E)
加子母の培ってきた文化や土地、精神を守っていく必要がある (A、B、C、D、E)

文
化

埋土種子が森に埋まっているため、現在の木を伐るだけで、多様な種類の木が生え
てくる (A、B、C)
良質なヒノキを育てるのに適した厳しい環境が、「木曽ヒノキ備林」と同様に、民間
林にもある (B、C)

環
境

木材の価格が下がったことで、山の手入れへのモチベーションが下がり、関心
が薄れた (A、B、C、D、E)
自分の山の場所や現在の植生を把握していない所有者が多い (A、B、C、E)
木を大量消費するような使い方が定着してしまっている (A、B)

関
心

民間では、林道の整備や間伐などの施業は補助金に頼らざるを得ず、補助金を
受けるための要項を満たした施業法しかできない (B、C)

制
度

直根の除かれた木が現在は放置されているため、それを伐らないと災害の危険
性が高い (A、B、C)

施
業

高齢社会では、今までのような下草刈り等、重労働の施業はできない (A)
今までの施業の辛さが現在の状況にしか繋がらないのなら、同じような施業を
繰り返したくない (B)

労
働

良質な木を育てても、チップやバイオマスの燃料等、加工材料に多く使われる
ので、良質な木である必要が無く、生産する意欲が湧かない (A、E)

意
欲

天然更新や直根のある木で多様な植生の針広混交林をつくることで、土砂崩れや台
風に強い森になる (A、B、C)
奥山などを針広混交林にすることで、水源林としての機能が期待できる (D、E)

防
災

文化財に使えるように、時間をかけて育てることで、目の詰まった良質な木になり、
年輪 1本が 1万円の価値になる (A、D)
長期循環育成施業によってどの世代も山から恩恵を受けることができる (D)

収
益

針広混交林にすることで景観の向上や獣害の対策になる (A、B、C、E)
木材以外の山の産物でも少し利益をあげることができればいい (B)

環
境

文化財の森づくりを行うことで、加子母産の「東濃桧」など、一般の木材のブラン
ド力も向上し、需要を高められる (C、E)
収益やブランド力の向上によって、山林所有者の山への関心を取り戻せる (D、E)

発
信

直根のある広葉樹

針広混交林針広混交林間伐・植林後間伐・植林後
間伐

現状現状

直根の除かれた針葉樹

苗の直根を除く事で地上部の短期促成が可能になるため、近代林業では直根を
除いてきた。しかし、単純林で放置される現状では土砂崩れや台風による倒木
の危険性が高い。また、大径材となる高樹齢まで育つ確証もない。(A、B、C)

4.4. 新たな施業法の可能性4.4. 新たな施業法の可能性

直根のある針葉樹

直
根

植林
天然更新

間伐と更新を
繰り返す




